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一�

、
は
じ
め
に
…
財
政
投
融
資
改
革
に

つ
い
て

　

二
〇
〇
一
年
度
（
平
成
一
三
年
度
）
に
抜
本
的
な
財
政

投
融
資
改
革
が
行
わ
れ
、
財
政
投
融
資
の
在
り
方
は
一
変

し
た
。
財
政
投
融
資
計
画
残
高
の
推
移
（
ス
ト
ッ
ク
）
を

見
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
度
末
に
は
四
一
七
・
八
兆
円
を
記

録
し
た
が
、
財
政
投
融
資
改
革
の
進
展
に
伴
い
、
二
〇
一

六
年
度
末
に
は
一
五
〇
・
九
兆
円
と
三
六
％
に
ま
で
右
肩

下
が
り
に
減
少
し
た
。
二
〇
〇
七
年
度
ま
で
は
、
郵
便
貯

金
等
が
多
額
の
財
投
債
を
引
受
け
る
経
過
措
置
が
取
ら
れ

て
い
た
も
の
の
、
郵
便
貯
金
・
年
金
積
立
金
の
運
用
部
預

託
義
務
の
廃
止
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
。
財
政
投
融
資
改

革
の
目
的
は
、「
よ
り
効
率
的
で
、
市
場
原
理
と
調
和
の

と
れ
た
も
の
と
す
る
た
め
」（『
財
政
投
融
資
リ
ポ
ー
ト
二

〇
一
七
』、
以
下
、
リ
ポ
ー
ト
二
〇
一
七
）
で
あ
る
。「
市

場
原
理
と
調
和
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
財
投
機
関
が
そ

れ
ぞ
れ
に
債
券
を
発
行
し
て
資
金
調
達
を
行
う
こ
と
で
あ

る
。
一
方
で
国
債
と
同
じ
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
低
利
で
の

調
達
が
可
能
な
財
投
債
の
発
行
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達

し
、
そ
れ
を
財
投
機
関
に
融
資
す
る
仕
組
み
も
創
設
さ
れ

財
投
機
関
債
と
市
場
規
律

―
日
本
学
生
支
援
機
構
債
を
中
心
と
し
て
―

柴　

田　

武　

男
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て
い
た
。
財
投
債
で
国
債
並
み
の
低
利
で
資
金
調
達
で
き

る
の
に
、
財
投
機
関
が
自
ら
よ
り
高
コ
ス
ト
の
財
投
機
関

債
を
発
行
し
て
資
金
調
達
す
る
仕
組
み
が
創
設
さ
れ
た
の

は
、
財
政
投
融
資
改
革
か
ら
の
要
請
で
あ
る
。

　

財
政
投
融
改
革
は
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
。
行
財
政
改
革
を
主
導
し
た
の
が
経
済
財
政
諮
問
会
議

で
あ
り
、
同
会
議
は
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
を
受
け
て
、

「
経
済
財
政
政
策
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
調
査
審

議
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
橋
本
行
革
に

お
い
て
二
〇
〇
一
年
に
設
置
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ

の
方
法
論
は
民
営
化
路
線
で
あ
っ
た
。
土
光
敏
夫
第
二
次

臨
時
行
政
調
査
会
会
長
の
秘
書
を
務
め
、
行
革
国
民
会
議

事
務
局
長
な
ど
を
歴
任
し
た
並
河
信
乃
氏
は
、
熱
心
な
行

革
推
進
論
者
と
し
て
財
政
の
民
営
化
を
次
の
よ
う
に
解
説

し
て
い
る
。

　
「
財
政
の
民
営
化
と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託

だ
け
で
な
く
、
そ
の
仕
事
を
続
け
る
べ
き
か
ど
う
か
の
判

断
を
市
場
に
行
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
特
殊
法

人
の
改
廃
を
政
治
的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
資
金
調
達

が
で
き
る
か
ど
う
か
な
ど
、
市
場
に
判
断
さ
せ
る
の
で

す
。
ど
の
よ
う
に
工
夫
し
て
も
市
場
で
は
成
り
立
た
な
い

と
き
に
、
初
め
て
政
治
が
そ
の
事
業
の
存
廃
を
判
断
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
踏
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
か
な
り
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
価
格
が
改

善
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。」（
並
河
信
乃
『
図
解　

行
政

改
革
の
し
く
み
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
七
年
一
〇

月
、
一
六
七
頁
）

　

財
務
省
理
財
局
の
解
説
に
よ
れ
ば
、「「
財
政
投
融
資
」

と
は
、
税
財
源
に
よ
ら
ず
、
国
債
の
一
種
で
あ
る
財
投
債

の
発
行
に
よ
っ
て
調
達
し
た
資
金
な
ど
を
財
源
と
す
る
、

国
に
よ
る
投
融
資
活
動
で
す
。
リ
ス
ク
が
高
く
、
民
間
で

は
十
分
に
対
応
で
き
な
い
も
の
の
、
政
策
的
必
要
性
か
ら

資
金
供
給
を
行
う
べ
き
分
野
に
対
し
て
、
資
金
を
後
に
回

収
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
長
期
・
固
定
・
低
利
の
融
資
や
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リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
を
行
っ
て
い
ま
す
。」（
リ
ポ
ー
ト

二
〇
一
七
）
と
さ
れ
、
政
策
的
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
を
「
仕
事
を
続
け
る
べ
き
か
ど
う
か
の
判
断
を

市
場
に
行
わ
せ
る
こ
と
」
で
達
成
で
き
る
の
か
と
い
う
問

題
が
問
わ
れ
る
。

　

こ
の
点
を
問
題
に
す
る
の
が
財
投
研
究
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
る
富
田
俊
基
氏
で
あ
る
。
冨
田
氏
は
次
の
よ
う

に
問
う
。

　
「
政
治
の
力
で
地
道
に
特
殊
法
人
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
に
信
頼
を
お
か
な
い
評
論
家
た
ち
は
、
市
場
の
力
を
利

用
し
て
改
革
を
進
め
よ
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、
財
投
機

関
が
そ
の
活
動
に
見
合
っ
た
だ
け
の
資
金
を
、
市
場
で
債

券
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
達
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
提
言
す
る
。
さ
ら
に
、
財
投
機
関
を
民
営
化
す
べ
き

か
ど
う
か
も
、
市
場
が
決
め
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
買

い
手
が
つ
か
な
い
債
券
を
発
行
す
る
財
投
機
関
は
店
じ
ま

い
せ
よ
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
治
へ
の

不
信
と
市
場
へ
の
過
信
は
、
財
投
機
関
債
と
い
う
ア
イ

デ
ィ
ア
を
生
ん
だ
。
だ
が
、
市
場
に
財
投
機
関
の
存
続
と

廃
止
を
決
め
る
力
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。」（
富
田
俊
基

『
財
投
解
体
論
批
判
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
七
年

一
一
月
、
一
八
四
頁
）

　

冨
田
氏
の
著
作
は
一
九
九
七
年
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

制
度
的
理
解
と
し
て
政
府
保
証
債
を
前
提
と
し
て
い
た

が
、
財
投
の
専
門
家
で
あ
る
同
氏
は
こ
の
時
点
で
す
で
に

政
府
保
証
の
な
い
財
投
機
関
債
の
限
界
に
つ
い
て
二
点
指

摘
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
公
共
的
性
格
の
事
業
を
行
う
の

だ
か
ら
必
ず
し
も
採
算
が
取
れ
ず
、
結
局
は
暗
黙
の
政
府

保
証
が
な
い
と
発
行
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
、
も
う
一

つ
は
、
成
功
し
て
投
資
家
に
受
け
入
れ
ら
れ
れ
ば
、
今
度

は
投
資
家
保
護
の
側
面
か
ら
発
行
体
で
あ
る
財
投
機
関
が

政
策
的
に
延
命
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
淘
汰
に
よ
る
財
投

機
関
の
効
率
化
は
絵
空
事
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

結
局
、「
財
投
機
関
債
の
発
行
で
特
殊
法
人
改
革
を
行
お
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う
と
い
う
の
は
、
き
わ
め
て
短
絡
し
た
発
想
」
と
い
う
否

定
的
な
結
論
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
場
機
能
に
期
待
す
る
と
し
て
も
、
財
投
機
関
債
が
そ

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
の
か
、
そ
も
そ
も
財
投
機
関
債
の

発
行
限
度
額
お
よ
び
発
行
金
利
に
市
場
規
律
が
働
い
て
い

る
の
か
、
と
い
う
点
が
問
題
で
あ
る
。

　

対
立
す
る
論
点
は
、
並
河
氏
が
言
う
よ
う
に
、「
特
殊

法
人
の
改
廃
を
政
治
的
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
資
金
調

達
が
で
き
る
か
ど
う
か
な
ど
、
市
場
に
判
断
さ
せ
る
」
の

が
よ
い
か
、
あ
る
い
は
、
富
田
氏
が
言
う
よ
う
に
、「
市

場
に
財
投
機
関
の
存
続
と
廃
止
を
決
め
る
力
は
あ
る
の
だ

ろ
う
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
抜
本
的
な
財
政
投
融
資

改
革
が
行
わ
れ
た
の
が
、
二
〇
〇
一
年
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
後
、
一
六
年
が
経
過
し
た
現
時
点
で
、
こ
の
よ
う
な
対

立
す
る
論
点
に
つ
い
て
多
少
整
理
で
き
る
の
で
は
な
い
の

か
、
こ
れ
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
代
表
的
な

財
投
機
関
で
あ
る
日
本
学
生
支
援
機
構
の
発
行
す
る
日
本

学
生
支
援
債
を
例
に
と
っ
て
、
財
投
機
関
債
に
市
場
規
律

が
ど
う
働
い
て
い
る
の
か
考
え
て
み
た
い
。

二�

、
日
本
育
英
会
債
か
ら
日
本
学
生
支

援
債
へ

　

財
投
機
関
債
と
し
て
の
日
本
学
生
支
援
債
を
論
じ
る
た

め
、
ま
ず
、
そ
の
前
身
と
し
て
の
日
本
育
英
会
お
よ
び
そ

こ
で
発
行
さ
れ
て
い
た
日
本
育
英
会
債
に
つ
い
て
言
及
し

て
お
く
。
日
本
育
英
会
は
日
本
育
英
会
法
に
基
づ
く
特
殊

法
人
組
織
で
あ
っ
た
。
一
九
八
四
年
の
日
本
育
英
会
法
の

改
正
に
よ
っ
て
債
券
発
行
規
定
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
第
一
回
日
本
育
英
会
債
券
が
平
成
一
三
年
（
二

〇
〇
一
年
）
一
二
月
五
日
に
発
行
さ
れ
た
。
一
九
八
四
年

の
法
改
正
時
点
で
債
券
発
行
は
可
能
と
な
っ
た
が
、
実
際

に
発
行
さ
れ
た
の
は
、
一
七
年
後
の
二
〇
〇
一
年
で
あ
っ

た
。
法
改
正
時
点
で
は
、
債
券
発
行
の
予
定
は
な
か
っ
た
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と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
四
年
時
点
で
債
券
発
行
規

定
が
盛
り
込
ま
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
育
英
会
の
学
資
貸
与
事
業
に
つ
い
て
は
、
従

来
、
一
般
会
計
か
ら
の
政
府
貸
付
金
と
卒
業
奨
学
生
の
返

還
金
を
も
っ
て
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
高
等
教
育
の
機
会

均
等
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
学
生
生
活
費
の
上
昇
や
授

業
料
負
担
に
対
応
し
て
、
学
資
貸
与
事
業
の
量
的
拡
充
が

必
要
で
あ
る
が
、
現
下
の
国
の
財
政
事
情
を
勘
案
す
れ

ば
、
一
般
会
計
の
政
府
貸
付
金
を
資
金
と
す
る
だ
け
で
は

限
度
が
あ
る
の
で
、
日
本
育
英
会
が
債
券
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
旨
の
規
定
を
設
け
、
国
の
一
般
会
計
以
外
か

ら
の
資
金
を
導
入
し
得
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
債
券
発

行
能
力
を
有
す
る
法
人
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
金
運

用
部
資
金
（
財
政
投
融
資
資
金
の
原
資
の
一
つ
で
そ
の
中

心
を
占
め
る
資
金
）
の
貸
付
け
を
受
け
て
、
有
利
子
貸
付

事
業
に
対
す
る
貸
付
資
金
の
原
資
に
充
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
債
券
発
行
規
定

を
設
け
た
こ
と
に
伴
い
、
債
券
の
債
権
者
の
先
取
特
権
や

債
券
の
発
行
事
務
の
委
託
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
債
券
発
行
規
定
を
有
す
る
他
の
特
殊
法
人
の

例
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
…
（
備
考
）
資
金
運
用
部

資
金
法
は
、
特
殊
法
人
に
つ
い
て
運
用
対
象
を
債
券
発
行

能
力
を
有
す
る
法
人
に
限
定
し
て
い
る
が
（
第
七
条
第
一

項
第
七
号
及
び
第
八
号
）、
こ
れ
は
、
当
該
法
人
の
性
格

が
民
間
か
ら
も
資
金
の
調
達
が
可
能
で
あ
り
、
資
金
運
用

部
資
金
の
確
実
有
利
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。」（
文
部
省
大
学
局
『
第
百
一

回
国
会
（
特
別
会
）
日
本
育
英
会
法
案
答
弁
資
料
』
一
九

八
四
年
二
月
）

　

こ
の
よ
う
に
、
債
券
発
行
規
定
が
あ
れ
ば
財
政
融
資
資

金
の
運
用
対
象
に
な
る
と
い
う
制
度
上
の
縛
り
を
ク
リ
ア

し
て
、
日
本
育
英
会
の
奨
学
金
事
業
に
財
政
融
資
資
金
を

活
用
す
る
目
的
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
日
本
の
奨
学
金
事
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業
が
育
英
か
ら
奨
学
に
目
的
を
大
き
く
変
え
て
い
く
過
程

で
も
あ
っ
た
。

　

奨
学
金
事
業
が
、
無
利
子
の
第
一
種
奨
学
金
に
加
え
て

第
二
種
奨
学
金
を
創
設
し
て
大
学
進
学
者
の
急
増
に
備
え

る
に
は
、
財
政
融
資
資
金
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
自

ら
、
債
券
発
行
し
て
資
金
調
達
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
が
、
平
成
一
三
年
（
二
〇
〇

一
年
）
の
第
一
回
日
本
育
英
会
債
の
発
行
で
あ
る
。

　

日
本
育
英
会
債
第
一
回
債
は
発
行
金
額
一
〇
〇
億
円
、

期
間
一
〇
年
、
発
行
利
率
一
・
五
九
％
、
対
国
債
ス
プ

レ
ッ
ド
＋23bp

で
平
成
一
三
年
一
二
月
に
発
行
さ
れ
て

い
る
。
条
件
決
定
日
は
平
成
一
三
年
一
一
月
二
〇
日
で
あ

る
。
そ
の
前
日
の
一
一
月
一
九
日
に
お
け
る
一
〇
年
物
国

債
の
発
行
利
率
は
一
・
三
五
八
％
で
あ
る
か
ら
、
対
国
債

ス
プ
レ
ッ
ド
は
＋23bp

と
な
る
。

　

債
券
を
発
行
す
る
こ
と
は
、
そ
の
発
行
体
の
信
用
リ
ス

ク
が
市
場
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
育
英
会
の

対
国
債
ス
プ
レ
ッ
ド
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
低
下
し
て
い
る
か

ら
、
信
用
リ
ス
ク
も
低
減
し
て
い
る
。
日
本
育
英
会
債
か

ら
日
本
学
生
支
援
債
券
（
財
投
機
関
債
）
を
通
し
て
対
国

債
ス
プ
レ
ッ
ド
の
推
移
を
み
る
と
、
平
成
二
一
年
一
月
二

八
日
に
条
件
決
定
し
た
第
一
五
回
債
（
発
行
金
額
三
〇
〇

億
円
、
期
間
二
年
、
発
行
利
率
〇
・
七
八
％
）
が
＋

37bp

と
い
う
例
外
は
あ
っ
て
も
、
概
ね
低
下
し
て
き
て

お
り
、
第
三
六
回
債
（
平
成
二
六
年
八
月
二
七
日
条
件
決

定
、
発
行
金
額
五
〇
〇
億
円
、
期
間
二
年
、
発
行
利
率

〇
・
一
一
一
％
）
は
＋4bp

の
ス
プ
レ
ッ
ド
に
と
ど
ま

り
、
国
債
よ
り
〇
・
〇
四
％
利
率
を
上
乗
せ
す
る
だ
け
で

発
行
で
き
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
信
用
リ
ス
ク
の
低
さ
は
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
市

場
で
も
同
様
で
あ
る
。
金
融
市
場
か
ら
の
短
期
借
入
金
は

平
成
一
九
年
四
月
二
三
日
に
入
札
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
時

の
借
入
条
件
は
、
借
入
金
額
二
三
八
億
四
二
〇
〇
万
円
に

対
し
て
、
応
札
金
額
一
一
八
八
億
四
二
〇
〇
万
円
、
応
札
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倍
率
四
・
九
八
倍
、
利
率
〇
・
六
六
四
一
七
％
、
借
入
日

平
成
一
九
年
五
月
一
四
日
、
満
期
日
平
成
一
九
年
八
月
八

日
と
い
う
も
の
で
、
ス
プ
レ
ッ
ド
は
〇
・
〇
一
％
と
な
っ

た
。
こ
こ
で
の
ス
プ
レ
ッ
ド
は
金
融
機
関
同
士
の
取
引
か

ら
成
立
し
た
平
均
借
入
金
利
へ
の
上
乗
せ
金
利
を
指
す
。

具
体
的
に
は
、
全
国
銀
行
協
会
（
全
銀
協
）
が
発
表
し
て

い
る
日
本
円
Ｔ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
が
基
準
金
利
と
な
る
。

　

平
成
二
五
年
四
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
入
札
で
は
、
借

入
金
額
四
六
五
億
円
、
応
札
金
額
四
五
三
三
億
円
、
応
札

倍
率
九
・
七
五
倍
、
利
率
〇
・
一
％
、
借
入
日
平
成
二
五

年
五
月
一
四
日
、
満
期
日
平
成
二
五
年
八
月
七
日
で
あ

り
、
ス
プ
レ
ッ
ド
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
三
％
と
な
っ
た
。

ス
プ
レ
ッ
ド
が
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
こ
と
は
、
市
中
の
平
均

的
な
金
融
機
関
よ
り
信
用
リ
ス
ク
が
低
い
、
逆
に
言
え
ば

発
行
体
の
信
用
力
が
平
均
的
な
金
融
機
関
よ
り
高
い
と
言

う
こ
と
で
あ
る
。
三
ヶ
月
と
い
う
短
期
の
借
入
金
で
は
、

平
成
二
一
年
一
〇
月
二
一
日
の
入
札
か
ら
ス
プ
レ
ッ
ド
は

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
ス
プ
レ
ッ
ド
ゼ

ロ
は
あ
る
が
、
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
日
本
学
生

支
援
機
構
は
市
中
の
金
融
機
関
よ
り
信
用
力
が
高
い
優
良

な
金
融
機
関
と
し
て
市
場
で
認
知
さ
れ
続
け
て
い
る
。

三
、
格
付
け
機
関
に
つ
い
て

　

債
券
発
行
機
関
が
ま
ず
評
価
を
受
け
る
組
織
と
し
て
格

付
け
機
関
が
あ
る
。
日
本
で
は
金
融
庁
に
登
録
を
受
け
た

格
付
機
関
は
信
用
格
付
業
者
と
呼
ば
れ
七
社
あ
る
。
格
付

機
関
の
う
ち
、
有
価
証
券
届
出
書
や
目
論
見
書
等
の
デ
ィ

ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
資
料
に
記
載
で
き
る
の
が
内
閣
府
に
よ

り
指
定
を
受
け
た
指
定
格
付
機
関
で
あ
り
、
五
社
存
在
し

て
い
る
。
Ｓ
＆
Ｐ
お
よ
び
ム
ー
デ
ィ
ズ
社
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
外
資
系
の
影
響
力
が
強
い
が
、
日
本
育
英
会
債
及

び
日
本
学
生
支
援
機
構
債
の
格
付
け
は
格
付
投
資
情
報
セ

ン
タ
ー
（
Ｒ
＆
Ｉ
）
及
び
日
本
格
付
研
究
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｒ
）
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の
二
社
が
行
っ
て
い
る
。

　

格
付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
第
一
回
日
本
育
英
会
債

（
二
〇
〇
一
年
一
一
月
二
〇
日
）
の
Ａ
Ａ
－
を
二
〇
〇
五

年
四
月
二
五
日
に
Ａ
Ａ
に
引
き
上
げ
て
か
ら
、
現
在
に
至

る
ま
で
Ａ
Ａ
格
付
け
を
維
持
し
て
い
る
。
日
本
格
付
研
究

所
は
第
二
回
日
本
育
英
会
債
（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
一
五

日
）
か
ら
格
付
け
を
行
っ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
二
年
九
月

二
七
日
に
Ａ
Ａ
＋
の
予
備
格
付
け
を
行
っ
て
か
ら
変
更
し

て
い
な
い
。

　

こ
の
安
定
し
て
高
い
格
付
け
状
況
は
、
財
投
機
関
と
い

う
性
格
に
よ
る
。
日
本
格
付
研
究
所
は
過
去
三
回
財
投
機

関
等
の
格
付
方
法
を
公
表
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
三
月

一
三
日
付
け
の
発
表
で
は
、「
財
投
機
関
等
の
格
付
に
国

等
に
よ
る
信
用
補
完
効
果
を
織
り
込
む
」
と
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
財
投
機
関
を
一
律
に
評
価
す
る
こ
と
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
く
、「
政
策
的
意
義
の
乏
し
い
法
人
、

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
経
営
支
配
・
関
与
が
乏
し
い

法
人
、
財
務
内
容
が
不
芳
な
法
人
な
ど
、
各
法
人
の
個
別

状
況
に
鑑
み
て
」
格
付
け
を
行
う
と
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、「
格
付
は
、
教
育
分
野
に
お
け
る
業
務
の
社
会
的

意
義
・
政
策
的
意
義
が
極
め
て
大
き
い
点
、
財
務
・
損
益

に
お
け
る
国
の
支
援
が
明
確
で
あ
る
点
な
ど
を
反
映
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
独
立
行
政
法
人
改
革
で
示
さ

れ
た
改
革
案
の
な
か
で
、
中
核
事
業
で
あ
る
奨
学
金
貸
与

事
業
に
つ
い
て
は
廃
止
や
民
営
化
に
関
す
る
事
項
が
な

か
っ
た
こ
と
、
国
の
成
長
戦
略
に
お
い
て
人
材
育
成
の
た

め
の
「
奨
学
金
制
度
の
拡
充
」
が
重
要
な
施
策
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
支
援
機
構
の

現
在
の
格
付
を
支
え
る
基
礎
的
な
要
素
は
今
後
も
維
持
さ

れ
て
い
く
と
み
ら
れ
る
。」
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い

る
。「
教
育
分
野
に
お
け
る
業
務
の
社
会
的
意
義
・
政
策

的
意
義
」
が
強
調
さ
れ
る
だ
け
に
、
格
付
機
関
が
敏
感
と

な
っ
た
の
が
日
本
育
英
会
か
ら
日
本
学
生
支
援
機
構
へ
の

改
組
で
あ
る
。
格
付
投
資
情
報
セ
ン
タ
ー
は
「
独
立
行
政



105―　　―

財投機関債と市場規律

法
人
の
日
本
学
生
支
援
機
構
、
環
境
再
生
保
全
機
構
が
一

日
発
足
し
た
。
各
機
構
は
そ
れ
ぞ
れ
日
本
育
英
会
、
環
境

事
業
団
を
衣
替
え
し
た
法
人
で
、
資
産
・
負
債
、
権
利
・

義
務
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、
一
部
新
た
な
業
務
も

担
当
す
る
。
各
機
構
と
も
国
の
政
策
上
、
制
度
上
の
位
置

付
け
も
承
継
す
る
前
の
特
殊
法
人
と
ほ
ぼ
同
じ
。
こ
の
た

め
各
機
構
の
長
期
優
先
債
務
格
付
け
は
各
特
殊
法
人
と
同

水
準
と
し
た
。」
と
い
う
評
価
で
あ
る
。

　

日
本
格
付
研
究
所
も
こ
の
改
組
に
つ
い
て
意
見
を
表
明

し
て
い
る
。「
学
生
支
援
事
業
の
窓
口
が
機
構
に
ほ
ぼ
一

元
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
運
営
・
実
施
の
合
理
化
・

効
率
化
が
図
ら
れ
る
う
え
、
支
援
事
業
の
充
実
が
期
待
さ

れ
る
。「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方

針
二
〇
〇
三
」
に
お
い
て
「
奨
学
金
の
充
実
」
が
謳
わ
れ

る
等
、
機
構
が
行
う
事
業
は
国
の
施
策
と
し
て
強
化
、
な

い
し
引
き
続
き
注
力
さ
れ
て
い
る
方
向
に
あ
る
。」
と
し

て
、
特
殊
法
人
日
本
育
英
会
か
ら
独
立
行
政
法
人
日
本
学

生
支
援
機
構
と
い
う
大
き
な
組
織
変
更
に
も
か
か
わ
ら
ず

格
付
け
は
変
更
せ
ず
、
二
格
付
機
関
と
も
そ
れ
ぞ
れ
Ａ

Ａ
、
Ａ
Ａ
＋
と
い
う
高
い
格
付
け
を
維
持
し
て
い
る
。

　

財
投
機
関
の
格
付
け
は
こ
の
よ
う
に
極
め
て
政
策
に
敏

感
に
反
応
し
左
右
さ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
Ｒ

＆
Ｉ
は
各
特
殊
法
人
の
収
支
構
造
を
見
る
場
合
、
政
府
か

ら
の
補
填
前
で
の
損
益
の
状
況
、
そ
の
改
善
（
悪
化
）
の

動
向
を
重
視
す
る
。
補
助
金
、
補
給
金
に
依
存
し
た
運
営

は
今
後
、
次
第
に
困
難
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

懸
念
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。」
と
い
う
視
点
も
強
調
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
あ
ま
り
に
財
政
状
態
に
問
題
が
あ

り
、
改
善
努
力
の
乏
し
い
組
織
は
財
投
機
関
で
あ
ろ
う
と

も
無
前
提
に
存
立
を
許
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
懸

念
で
あ
る
。
こ
れ
が
市
場
の
評
価
で
あ
り
、
逆
に
こ
の
市

場
の
評
価
が
財
投
機
関
の
活
動
に
影
響
し
て
く
る
。

　
「
育
英
会
は
、
奨
学
金
事
業
の
利
息
収
支
差
や
諸
経
費

を
自
ら
ま
か
な
う
手
段
を
持
た
ず
、
全
面
的
に
国
庫
交
付



106―　　―

証券レビュー　第57巻第11号

金
に
依
存
す
る
。
現
在
の
財
政
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
こ

う
し
た
補
て
ん
が
受
け
続
け
ら
れ
る
か
に
は
不
確
実
性
が

あ
る
。
近
年
、
奨
学
金
事
業
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
一

方
、
二
〇
〇
一
年
度
末
の
六
カ
月
以
上
の
延
滞
債
権
比
率

は
五
・
一
％
と
前
年
度
比
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
事
業
拡
大
を
背
景
に
件
数
、
金
額
は
増
加
。
す
で
に

具
体
的
に
改
善
に
努
力
し
て
お
り
、
二
〇
〇
一
年
度
に
は

法
的
回
収
手
段
の
早
期
着
手
、
外
部
委
託
に
よ
る
督
促
架

電
な
ど
、
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
点
は
評
価
で
き
よ

う
。
し
か
し
、
奨
学
金
事
業
の
量
的
拡
大
に
と
も
な
い
、

滞
納
債
権
残
高
は
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
実
効
は
ま
だ
目

に
見
え
る
形
で
検
証
が
で
き
な
い
。
Ｒ
＆
Ｉ
で
は
今
後
も

債
権
管
理
の
改
善
動
向
を
注
視
す
る
。」
と
い
う
評
価
が

典
型
的
で
あ
る
。

　
「
Ｒ
＆
Ｉ
で
は
今
後
も
債
権
管
理
の
改
善
動
向
を
注
視

す
る
」
と
い
う
文
言
は
、
市
場
で
資
金
調
達
す
る
上
で
奨

学
事
業
に
か
な
り
の
影
響
力
が
あ
る
。
常
に
改
善
動
向
は

モ
ニ
タ
ー
さ
れ
、「
具
体
的
な
努
力
」
と
「
実
効
」
が
検

証
さ
れ
格
付
け
に
作
用
す
る
。
信
用
リ
ス
ク
は
資
金
調
達

の
コ
ス
ト
に
跳
ね
返
る
。
市
場
か
ら
高
評
価
を
獲
得
す
る

た
め
に
は
、
常
に
債
権
回
収
の
努
力
を
続
け
て
増
大
す
る

延
滞
債
権
残
高
を
「
目
に
見
え
る
形
」
で
減
少
さ
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
改
善
努
力
の
乏
し
い
と
さ
れ
る
財
投
機
関

は
、
そ
の
政
策
意
義
に
も
か
か
わ
ら
ず
組
織
の
存
立
自
体

を
問
わ
れ
る
か
ら
、
経
営
努
力
は
常
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
、
市
場
に
よ
る
経
営
監
視
機
能
は
発
揮

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

四
、
政
策
コ
ス
ト
と
い
う
経
営
規
律

　

政
策
コ
ス
ト
分
析
と
い
う
も
の
が
あ
る
。「
政
策
コ
ス

ト
分
析
は
、
財
投
対
象
機
関
（
特
殊
法
人
等
）
が
、
財
政

投
融
資
を
活
用
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、
一
定
の
前
提

条
件
を
設
定
し
て
将
来
に
わ
た
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
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推
計
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
①
国
か
ら
将
来
に
わ
た
っ

て
投
入
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
補
助
金
・
補
給
金
（
以

下
、
補
助
金
等
）
と
、
②
投
入
さ
れ
た
出
資
金
・
無
利
子

貸
付
金
（
以
下
、
出
資
金
等
）
に
よ
る
利
払
軽
減
効
果
な

ど
の
額
を
試
算
」（
財
務
省
理
財
局
編
『
政
策
コ
ス
ト
分

析
に
関
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』）
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
平

成
二
八
年
度
政
策
コ
ス
ト
分
析
に
つ
い
て
」
⑶
で
日
本
学

生
支
援
機
構
の
政
策
コ
ス
ト
を
み
る
と
、
一
一
四
二
億
円

と
な
っ
て
い
る
。
内
訳
を
確
認
す
る
と
、
①
国
か
ら
の
補

助
金
等
一
、
一
六
二
億
円
、
②
国
へ
の
資
金
移
転
〇
、
③

国
か
ら
の
出
資
金
等
の
機
会
費
用
分
△
一
九
億
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

政
策
コ
ス
ト
は
、

①�　

将
来
、
国
か
ら
支
出
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
補
助
金

等
【
国
か
ら
の
補
助
金
等
】
か
ら
、

②�　

将
来
、
国
に
納
付
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る
国
庫
納

付
・
法
人
税
等
【
国
へ
の
納
付
金
等
】

を
差
し
引
い
て
割
引
現
在
価
値
を
求
め
、
こ
れ
に
、

③�　

既
に
投
入
さ
れ
た
出
資
金
等
に
よ
る
利
払
軽
減
効
果

の
額
【
国
に
と
っ
て
の
機
会
費
用
】

を
加
え
て
算
出
さ
れ
る
。

　

分
か
り
に
く
い
の
は
③
で
あ
る
が
、
出
資
金
な
ど
は
無

利
子
で
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
金
額
を
運
用

に
回
せ
ば
収
益
を
上
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
出
資
金
と
し

て
日
本
学
生
支
援
機
構
に
そ
の
金
額
を
投
じ
れ
ば
、
国
と

し
て
は
こ
の
収
益
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
失
う
金
額

を
機
会
費
用
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
学
生
支
援
機

構
か
ら
す
る
と
、
実
質
的
な
利
子
補
給
と
な
る
。
こ
の
金

額
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
は
、
機
会
費
用
と
し
て
計
上
さ

れ
る
金
額
よ
り
「
事
業
収
益
に
よ
っ
て
生
じ
た
剰
余
金
」

が
上
回
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
機
会
費
用
が

マ
イ
ナ
ス
と
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
に
剰
余
金
が
生
じ

て
い
る
黒
字
経
営
の
組
織
だ
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

　

図
表
1
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
二
つ
の
点
で
、
機
構
は
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財
投
機
関
と
し
て
優
等
生
で
あ
る
。
一
つ
は
、
平
成
一
九

年
度
に
は
三
、
四
二
八
億
円
で
あ
っ
た
政
策
コ
ス
ト
が
、

平
成
二
八
年
度
に
は
一
、
一
四
二
億
円
と
激
減
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
間
、
奨
学
金
事
業
の
根
幹

を
成
し
て
い
る
貸
与
人
数
お
よ
び
貸
与
金
額
は
六
八
七
、

六
〇
八
人
、
五
、
七
七
七
億
円
（
と
も
に
実
績
値
）
か
ら

八
四
四
、
〇
二
六
人
、
七
、
六
八
六
億
円
（
と
も
に
計
画

値
）
と
事
業
は
増
大
し
て
い
る
。
事
業
は
増
大
し
て
い
る

の
に
も
関
わ
ら
ず
、
政
策
コ
ス
ト
は
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
激

減
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
学
生
支
援
機
構

は
利
益
剰
余
金
を
計
上
し
て
お
り
、
平
成
二
一
年
度
か
ら

一
貫
し
て
政
策
コ
ス
ト
は
国
か
ら
の
補
助
金
額
を
下
回
っ

て
い
る
。
本
来
、
国
と
し
て
掛
か
る
は
ず
の
政
策
コ
ス
ト

が
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、
日
本
学
生
支
援
債
の
発
行
状
況

　

こ
こ
で
、
日
本
学
生
支
援
債
の
直
近
の
発
行
状
況
を
確

認
し
て
お
く
、
ま
ず
、
格
付
け
で
あ
る
が
格
付
投
資
情
報

セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
＆
Ｉ
）
Ａ
Ａ
、
日
本
格
付
研
究
所
（
Ｊ
Ｃ

Ｒ
）
Ａ
Ａ
＋
と
変
化
は
な
い
が
、
市
場
で
は
変
化
が
起
き

て
い
る
。
二
〇
一
四
年
一
〇
月
二
四
日
発
行
条
件
決
定
、

発
行
日
一
一
月
七
日
、
期
間
二
年
、
発
行
金
額
四
〇
〇
億

円
の
第
三
七
回
債
対
国
債
ス
プ
レ
ッ
ド
が
ゼ
ロ
に
な
り
、

さ
ら
に
、
二
〇
一
六
年
八
月
二
六
日
に
発
行
条
件
が
決
定

し
た
発
行
金
額
三
〇
〇
億
円
、
期
間
二
年
、
利
率
〇
・
〇

〇
一
％
の
第
四
四
回
債
の
価
格
は
一
〇
〇
・
〇
〇
二
円
と

な
り
、
利
回
り
は
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
国
債
ス
プ
レ
ッ

ド
が
ゼ
ロ
、
利
回
り
は
〇
％
で
日
本
学
生
支
援
債
が
発
行

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
資
金
調
達
に
は
コ
ス
ト
が
か
か

る
、
そ
の
コ
ス
ト
の
低
減
を
求
め
て
経
営
努
力
が
続
け
ら
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れ
る
、
そ
れ
が
市
場
か
ら
の
規
律
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ

そ
、
冒
頭
の
「
特
殊
法
人
の
改
廃
を
政
治
的
に
考
え
る
の

で
は
な
く
、
資
金
調
達
が
で
き
る
か
ど
う
か
な
ど
、
市
場

に
判
断
さ
せ
る
」
と
い
う
提
言
が
意
味
を
持
つ
の
で
あ

る
。
発
行
コ
ス
ト
ゼ
ロ
で
資
金
調
達
で
き
る
時
に
、「
資

金
調
達
が
で
き
る
か
ど
う
か
な
ど
、
市
場
に
判
断
さ
せ

る
」
と
い
う
市
場
規
律
が
働
い
て
い
る
の
か
、
疑
問
が
生

ず
る
。

　

そ
れ
で
は
、
苦
労
な
く
資
金
調
達
で
き
る
市
場
環
境
で

独
立
行
政
法
人
た
る
日
本
学
生
支
援
機
構
の
経
営
規
律
は

保
た
れ
て
い
る
の
か
と
言
え
ば
、
先
の
財
務
省
理
財
局
に

よ
る
政
策
コ
ス
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
で
は
利
益
剰
余
金
を
計
上

し
て
い
る
経
営
の
優
等
生
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
財

政
融
資
資
金
で
非
効
率
な
経
営
を
漫
然
と
し
て
行
う
よ
う

な
経
営
姿
勢
は
み
ら
れ
な
い
。

六�

、
む
す
び
に
か
え
て
…
何
が
経
営
規

律
を
担
保
し
て
い
る
の
か

　

小
泉
純
一
郎
首
相
時
代
、
構
造
改
革
最
盛
期
に
影
響
力

を
行
使
し
た
の
が
規
制
改
革
・
民
間
開
放
推
進
会
議
で
あ

り
、
日
本
学
生
支
援
機
構
は
存
在
理
由
を
厳
し
く
問
わ
れ

た
。

　

≪
第
二
八
回
市
場
化
テ
ス
ト
Ｗ
Ｇ
・
第
一
三
回
官
業
民

営
化
等
Ｗ
Ｇ
合
同
Ｗ
Ｇ
議
事
録
（
文
部
科
学
省
ヒ
ア
リ
ン

グ
）
平
成
一
七
年
一
一
月
八
日
（
火
）

　
「
○
八
代
主
査　

だ
か
ら
、
ど
う
い
う
奨
学
金
の
特
性

な
ん
で
す
か
、
基
本
的
に
お
金
を
貸
す
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
れ
が
奨
学
金
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
民
間
の
金

融
機
関
で
は
で
き
な
い
ん
で
す
か
。

　

○
安
念
専
門
委
員　

だ
か
ら
、
金
の
出
ど
こ
ろ
が
国
だ

と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
ほ
か
に
出
す
人
が
い
な
い
ん
だ
か
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ら
当
然
で
す
よ
。
問
題
は
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
か
、
デ
リ
バ
リ
ー
を
だ
れ
が
す
る
か
と
い
う
問
題

で
す
か
ら
ね
。
お
金
は
国
が
出
す
ん
で
す
。
そ
れ
の
デ
ィ

ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
な
ぜ
独
法
が
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
、
一
般
銀
行
等
が
や
っ
て
は
な
ぜ
い
け
な
い

の
か
。
基
準
が
決
ま
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
だ
れ
が
や
っ

た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
あ
と
は
資
金
の
管
理
を

き
ち
ん
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
返
さ
な
い
人
か
ら
ち
ゃ
ん
と

取
り
立
て
る
と
い
う
機
能
が
あ
れ
ば
い
い
ん
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
独
法
よ
り
も
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
銀
行
と
か
、

あ
る
い
は
サ
ー
ビ
サ
ー
の
方
が
ち
ゃ
ん
と
や
り
は
し
な
い

か
、
と
い
う
の
が
世
間
の
常
識
と
思
う
ん
で
す
が
。」

（http://w
w
w
8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/old/

m
inutes/w

g/2005/1108/sum
m
ary051108_02.pdf

）

　

こ
の
厳
し
い
指
摘
は
独
立
行
政
法
人
と
し
て
国
の
奨
学

金
事
業
を
独
占
し
て
き
た
日
本
学
生
支
援
機
構
に
と
っ
て

衝
撃
的
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
奨
学
金
の
貸
与
だ
け
だ
っ

た
ら
、「
銀
行
と
か
、
あ
る
い
は
サ
ー
ビ
サ
ー
の
方
が

ち
ゃ
ん
と
や
り
は
し
な
い
か
」
と
い
う
指
摘
は
組
織
の
存

亡
に
直
結
す
る
。
奨
学
金
貸
与
事
業
費
年
間
約
一
兆
円
を

誇
る
日
本
学
生
支
援
機
構
で
あ
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

で
云
え
ば
単
品
商
売
で
あ
る
。
奨
学
金
貸
与
事
業
を
取
り

上
げ
ら
れ
た
ら
組
織
は
成
り
立
た
な
い
。
単
品
商
売
、
そ

こ
に
日
本
学
生
支
援
機
構
の
強
さ
と
弱
さ
が
あ
る
。
奨
学

金
貸
与
事
業
は
日
本
学
生
支
援
機
構
の
独
占
ビ
ジ
ネ
ス
で

な
い
と
組
織
は
存
続
で
き
な
い
。
そ
れ
を
最
も
よ
く
知
っ

て
い
る
の
が
、
日
本
学
生
支
援
機
構
自
身
で
あ
ろ
う
。
そ

の
た
め
に
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
日

本
学
生
支
援
機
構
が
何
を
学
ん
だ
か
が
図
表
1
か
ら
読
み

取
れ
る
。

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の
利
益
剰
余
金
は
発
足
年
度
の
平

成
一
六
年
度
で
は
約
一
四
億
円
だ
っ
た
が
、
平
成
一
九
年

度
に
は
約
一
一
八
億
円
と
急
増
す
る
。
平
成
二
二
年
度
に

は
五
三
三
億
円
を
記
録
し
、
そ
の
後
も
巨
額
な
利
益
剰
余
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図
表
１
　
日
本
学
生
支
援
機
構
に
お
け
る
政
策
コ
ス
ト
の
推
移
（
2003年

～
2016年

）
区
分

平
成
15

年
度

平
成
16

年
度

平
成
17

年
度

平
成
18

年
度

平
成
19

年
度

平
成
20

年
度

平
成
21

年
度

平
成
22

年
度

平
成
23

年
度

平
成
24

年
度

平
成
25

年
度

平
成
26

年
度

平
成
27

年
度

平
成
28

年
度

１
．
国
か
ら
の
補
助
金

873
1,423

2,501
3,076

3,408
3,473

2,896
2,658

2,463
2,086

2,013
2,080

1,514
1,162

２
．
国
へ
の
資
金
移
転

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

１
～
２
小
計

873
,1,423

2,501
3,076

3,408
3,473

2,896
2,658

2,463
2,086

2,013
2,080

1,514
1,162

３
�．
国
か
ら
の
出
資
金
等
の
機

会
費
用
分

△
17

△
20

△
167

△
85

20
6

△
58

△
149

△
76

△
181

△
60

△
93

△
45

△
19

１
～
３
小
計

856
1,403

2,334
2,991

3,428
3,479

2,838
2,509

2,387
1,905

1,953
1,987

1,469
1,142

４
．
欠
損
金
の
減
少
分

△
23

△
25

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

１
～
４
合
計
＝
政
策
コ
ス
ト
Ａ

834
1,379

2,334
2,991

3,428
3479

2,838
2,509

2,387
1,905

1,953
1,987

1,469
1,142

分
析
期
間

26
26

26
26

26
26

26
26

26
26

26
26

26
26

貸
与
実
績
・
人
数
（
人
）

452,342
512,727

576,939
631,997

687,608
761,619

82,2767
869,359

910,434
916,860

911,584
873,993

837,009
844,026
（
計
画
）

貸
与
実
績
・
金
額
（
億
円
）

3,441
4,112

4,727
5,294

5,777
6,446

7,110
7,591

8,021
8,139

8,123
7,794

7,480
7,686

（
計
画
）

貸
与
残
高
・
人
数
（
人
）

955,173
1,348,602

1,321,415
1,527,449

2,060,771
1,998,319

2,249,868
2,49,3888

2,734,079
2,952,468

3,146,106
3,301,083

3,433,630
n.a.

貸
与
残
高
・
金
額
（
億
円
）

13,661
16,962

20,636
24,669

38,191
33,582

38,529
43,499

48,456
53,048

57,133
60,480

63,056
n.a.

利
益
剰
余
金
（
百
万
円
）

n.a.
1,407

6,080
6,645

11,894
1,272

957
53,341

10,375
14,290

19,901
23,436

30,798
32,849
（
計
画
）

学
資
金
利
息
（
百
万
円
）

10,168
9,794

10,855
11,595

13,116
15,786

19,682
23,288

27,520
31,821

35,479
37,804

38,654
38,399
（
計
画
）

延
滞
金
収
入
（
百
万
円
）

1,692
1,194

1,300
1,736

2,219
2,580

3,024
3,713

4,119
4,319

4,669
4,068

3,873
2,934

（
計
画
）

機
関
保
証
加
入
件
数

－
29,194

60,332
104,741

137,876
157,516

173,753
201,658

219,266
218,915

229,160
216,172

199,236
n.a.

代
位
弁
済
数

－
－

3
11

24
268

1,929
3,382

3,899
4,227

5,456
6,848

7,168
n.a.

代
位
弁
済
額
（
億
円
）

－
－

0.02
0.07

0.38
3.49

31.32
57.95

73.53
83.92

113.5
144.14

152.98
n.a.

〔
出
所
〕　
�財
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.m
of.go.jp/filp/sum

m
ary/policy_cost_analysis/index.htm

よ
り
「
政
策
コ
ス
ト
分
析
」
各
年
度
版
か
ら
作
成
。
機
関

保
証
は
平
成
16年

度
以
降
の
利
用
者
が
対
象
と
な
っ
て
い
て
、
平
成
17年

度
か
ら
統
計
が
示
さ
れ
て
い
る
。
平
成
15年

度
は
日
本
育
英
会
を
対
象
と
し
て
い
て
、
統
計

の
性
格
と
し
て
は
異
な
っ
て
い
る
。
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金
を
計
上
し
て
い
る
。
利
益
剰
余
金
は
事
業
が
黒
字
経
営

を
意
味
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
歓
迎
す
べ
き
こ
と
な
の
だ

が
、
独
立
行
政
法
人
と
し
て
公
共
性
を
謳
っ
て
い
る
組
織

と
し
て
は
簡
単
に
歓
迎
す
べ
き
状
況
で
は
な
い
。
問
題

は
、
利
益
剰
余
金
の
出
所
で
あ
る
。
こ
の
巨
額
な
利
益
剰

余
金
を
支
え
て
い
る
の
が
、
学
資
金
利
息
と
延
滞
金
収
入

で
あ
る
。
学
資
金
利
息
は
約
九
八
億
円
か
ら
始
ま
り
、
低

金
利
に
も
関
わ
ら
ず
急
上
昇
し
て
平
成
二
六
年
度
に
は
実

績
値
で
約
三
七
八
億
円
を
記
録
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
延

滞
金
収
入
は
約
一
二
億
円
か
ら
平
成
二
六
年
度
に
は
約
四

七
億
円
を
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
見
込
み
金
額
で
減

少
し
て
い
る
の
は
、
機
構
が
平
成
二
六
年
四
月
以
降
に
発

生
す
る
延
滞
金
の
賦
課
率
を
年
一
〇
％
か
ら
五
％
に
引
き

下
げ
た
か
ら
で
あ
る
。
学
資
金
の
利
息
収
入
と
延
滞
金
収

入
が
巨
額
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
奨
学
金
の
利
用
の

コ
ス
ト
が
高
く
つ
く
、
つ
ま
り
、
返
済
に
困
難
が
生
じ
や

す
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

奨
学
金
を
利
用
し
て
、
そ
の
返
済
に
困
難
が
生
ず
る
と

い
う
こ
と
は
、「
我
が
国
の
大
学
等
に
お
い
て
学
ぶ
学
生

等
に
対
す
る
適
切
な
修
学
の
環
境
を
整
備
し
、
も
っ
て
次

代
の
社
会
を
担
う
豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た
創
造
的
な
人

材
の
育
成
に
資
す
る
と
と
も
に
、
国
際
相
互
理
解
の
増
進

に
寄
与
す
る
。」
と
い
う
日
本
学
生
支
援
機
構
の
崇
高
な

目
的
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
は
、
ご
く
一
部
に
給
付

奨
学
金
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
で
は
貸
与
型
で
あ
り
無

利
子
の
第
一
種
奨
学
金
と
有
利
子
の
第
二
種
奨
学
金
が
あ

る
。
前
者
で
は
最
大
利
用
額
六
万
四
千
円
、
後
者
で
は
一

二
万
円
、
さ
ら
に
入
学
時
特
別
増
額
貸
与
奨
学
金
を
五
〇

万
円
ま
で
借
り
ら
れ
る
。
利
用
最
高
額
は
六
、
二
六
〇
、

〇
〇
〇
円
と
な
り
、
返
済
期
間
を
最
長
の
二
〇
年
間
と

し
、
利
息
を
変
動
の
最
低
値
〇
・
〇
一
％
と
し
て
試
算
す

る
と
、
返
済
総
額
は
第
一
種
奨
学
金
で
三
、
〇
七
二
、
〇

〇
〇
円
、
第
二
種
奨
学
金
で
六
、
二
七
七
、
〇
一
七
円
と



113―　　―

財投機関債と市場規律

な
る
。
合
わ
せ
て
の
返
済
総
額
は
九
、
三
四
九
、
〇
一
七

円
と
な
り
、
毎
月
三
八
、
九
五
四
円
の
返
済
が
二
四
〇
回

続
く
こ
と
に
な
る
。
一
日
で
も
返
済
が
遅
れ
る
と
五
％
の

延
滞
金
が
課
せ
ら
れ
る
が
、
三
ヶ
月
以
上
の
延
滞
者
は
約

一
七
万
人
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
次
の
よ
う
な
新
聞
社
説
で
の
厳

し
い
批
判
が
あ
る
。

　
「
近
年
、
利
用
者
は
一
三
〇
万
人
か
ら
一
四
〇
万
人
台

で
推
移
し
、
今
年
度
は
約
一
三
四
万
人
が
利
用
し
て
い

る
。
す
べ
て
返
還
が
必
要
な
貸
与
型
で
有
利
子
と
無
利
子

が
あ
り
、
有
利
子
で
の
利
用
者
が
七
割
近
く
を
占
め
る
。

だ
が
、
卒
業
し
て
も
ア
ル
バ
イ
ト
生
活
だ
っ
た
り
、
非
正

規
労
働
者
だ
っ
た
り
し
て
収
入
が
少
な
く
、
返
還
が
行
き

詰
ま
る
人
は
多
い
。
三
カ
月
以
上
延
滞
し
て
い
る
人
は
昨

年
度
、
約
一
七
万
三
〇
〇
〇
人
に
上
っ
た
。
信
用
保
証
機

関
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
、
社
会
生
活
に
支
障

が
出
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
で
は
民
間
の
学
生
ロ
ー
ン
と

変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
奨
学
金
を
受
け
た
く
て
も

返
還
へ
の
不
安
や
負
担
か
ら
、
申
請
を
た
め
ら
う
人
が
多

い
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。」

　
（「
奨
学
金
制
度　
「
学
生
ロ
ー
ン
」
か
ら
脱
却
を
」
二

〇
一
六
年
三
月
二
五
日
毎
日
新
聞
社
説
）

　

日
本
学
生
支
援
機
構
は
、
公
共
的
性
格
が
強
く
求
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
骨
子
は
奨
学
金
事
業
を
通
じ
た
「
適
切

な
修
学
の
環
境
を
整
備
」
で
あ
る
が
、
延
滞
債
権
の
管
理

強
化
で
「
申
請
を
た
め
ら
う
人
が
多
い
」
の
で
は
、
本
来

の
目
的
を
全
う
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
こ
こ
に
、

独
立
行
政
法
人
に
対
す
る
経
営
規
律
の
難
し
さ
が
あ
る
。

営
利
を
目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
れ
ば
、
財
務
諸
表
に

表
れ
た
数
字
を
基
準
に
経
営
モ
ニ
タ
ー
で
き
る
が
、
公
共

的
政
策
を
担
う
独
立
行
政
法
人
の
経
営
の
在
り
方
を
財
務

諸
表
の
数
字
デ
ー
タ
だ
け
で
問
う
こ
と
は
難
し
い
。

　

特
殊
法
人
改
革
で
問
わ
れ
た
放
漫
経
営
の
問
題
を
市
場

規
律
で
解
決
す
る
と
い
う
手
法
が
提
起
さ
れ
た
が
、
マ
イ
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ナ
ス
金
利
下
、
利
回
り
ゼ
ロ
で
資
金
調
達
で
き
る
状
況
で

信
用
リ
ス
ク
に
応
じ
た
イ
ー
ル
ド
カ
ー
ブ
と
い
う
前
提
自

体
が
意
味
を
成
さ
な
く
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
財
投
機
関

に
経
営
規
律
が
働
い
て
い
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は

な
い
。
財
務
省
か
ら
政
策
コ
ス
ト
な
ど
が
厳
し
く
問
わ

れ
、
そ
れ
を
受
け
て
文
科
省
も
債
権
管
理
・
回
収
等
検
証

委
員
会
を
初
め
と
し
て
各
種
委
員
会
を
設
立
し
て
、
管
轄

下
の
独
立
行
政
法
人
の
経
営
状
態
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
い

る
。

　

し
か
し
、
経
営
指
標
を
中
心
に
経
営
規
律
を
問
う
手
法

は
、
今
度
は
、「
返
還
へ
の
不
安
や
負
担
か
ら
、
申
請
を

た
め
ら
う
人
が
多
い
」
と
い
う
問
題
を
指
摘
さ
れ
る
事
態

を
惹
起
し
て
い
る
。
経
営
規
律
は
働
い
て
い
る
が
、
そ
の

結
果
、
本
来
の
財
投
機
関
に
与
え
ら
れ
た
公
共
的
使
命
が

損
な
わ
れ
か
ね
な
い
事
態
が
生
じ
て
い
る
、
こ
こ
に
問
題

の
本
質
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
し
ば
た
　
た
け
お
・
聖
学
院
大
学
教
授

当
研
究
所
客
員
研
究
員
）


